
■ 12 月の誕生祝

■ 会長の時間
（会長　堤勝也）
先日、熊本西ロータリークラブ創立
40 周年記念式典に出席してまいりま
した。今回は、片岡貞志会員に“影武者”
として同行いただき、2 人で参加いた
しました。
式典に先立って行われた講演会では、女優の杉本彩さんによるご
講演を拝聴しました。久しぶりに県内クラブの周年行事に参加し、

「ああ、いずれは自分たちのクラブもこのような節目を迎えるの
だな」と、改めて身が引き締まる思いがいたしました。
また、式典でご挨拶された熊本南ロータリークラブの会長のお話
がとてもユーモアに富み、会場を和ませながらも芯のある内容で、
私もあのように話せたらと感心いたしました。一方で、「自分も
もっと努力せねば」と気を引き締める機会ともなりました。
さて、いよいよ 12 月に入り、2025 年の例会も本日を含めて残
り 3 回となりました。年末に向けてご多忙のことと存じますし、
インフルエンザなども流行の兆しがありますので、体調管理には
十分ご注意ください。
そして、12 月 17 日には「クリスマス家族会」が開催されます。
片側委員長を中心に、準備が着々と進められておりますので、年
内最後のイベントとして、皆さまとともに楽しく盛り上がる機会
にできればと思っております。
どうぞ今月もよろしくお願いいたします。

■ 幹事報告
（幹事 草村 安宏）

■来信案内
１）
和歌山東南ＲＣより、創立５５周年記念式典の案内

■点鐘

■国歌斉唱「君が代」

■ロータリーソング
「四つのテスト」

( ソングリーダー　古田哲朗 )

■熊本東南ロータリークラブの歌
「未来」

■来訪者紹介
( 会長　堤 勝也 )

見学　篭橋杏子 様（司法修習生）

米山奨学生　魏芸婷さん

■ 12 月米山奨学金の授与
（会長 堤 勝也）
魏芸婷さん

●会長　堤　勝也
●幹事　草村安宏
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２）
熊本西稜ＲＣより、「2026 年熊本市域ＲＣ新春合同例会」打ち合
わせ事項の送付。

３）
藤田千克由ガバナー、彌冨照皇 地区ロータリー財団部門長より、
補助金管理セミナーの案内。
　日時　2026 年 1 月 24 日（土）13:00 ～ 17:00（登録 12:00 ～）
　会場　アスパル富合（熊本市富合ホール）

４）
藤田千克由ガバナー、第 18 回全国 RYLA 研究会実行委員会より、
第 18 回全国 RYLA 研究会 大分会議の案内。
　　 日 時　2026 年 4 月 11 日（ 土 ）13:00 ～ 18:00 本 会 議、
19:00 ～ 20:30 懇親会
　　会場　ホルトホール大分、レンブラントホテル大分

■クラブより
１）
本日の例会終了後に、第６回定例理事会が開催されます。

■今後の地区行事

2026 年 １月７日（水） 熊本市域 RC

新春合同例会

熊本県

熊本市

ホテル日航熊本 〆切り

2026 年 １月 24 日（土） 補助金管理セミナー 熊本県

熊本市

アスパル富合 新着

　

■  「ロータリーの友 12 月号」紹介
（雑誌・会報担当　片岡正和）
■ 本日は、「ロータリーの友」12 月号の内容についてご紹介い

たします。 

今回の誌面では、オトナチェスコ RI

会長による「幸福」をテーマにした

メッセージが冒頭に掲載されており、

12 月が「疾病予防と治療月間」であ

ることが紹介されています。会長は、

地域社会の健康を守るために私たち

一人ひとりが行動することの大切さ

を訴えるとともに、心の健康と幸福

を支える力として“友情”の重要性を強調されています。 

 

私自身は健康そのもの…と言いたいところですが、実は毎年痛

風に悩まされている身でして（苦笑）、皆さまもぜひご自身の健

康管理に気をつけながら、引き続きロータリー活動にご参加い

ただければと思います。 

 

さて、誌面の 4 ～ 11 ページでは、「ロータリーの誕生と成長、

そして目的」について、現役ロータリアン 3 名による談話形式

で紹介されています。新入会員として、ロータリーの理念や自

らの役割を考えるうえで非常に参考になる内容であり、ロータ

リーの出会いが人生を豊かにし、仲間との対話が活動を広げて

いくという共通の想いが語られています。 

私たちのクラブにも通じる部分が多く、読むことで元気をもら

える特集です。 

 

また「ピックアップ・プロジェクト」のコーナーでは、東京四

谷ロータリークラブによる「世界ポリオデー」への取り組みが

取り上げられています。ポリオ根絶活動はまだ終わっておらず、

現在の世界情勢と、継続的な支援の重要性が改めて伝わってく

る内容でした。 

さらに、特別企画として掲載された「参加してよかったポリオ

根絶活動」では、実際に現地で活動に参加した会員の体験談が

紹介されており、国際奉仕の意義と学びが詰まった内容となっ

ています。 

 

22 ページには、ロータリー日本財団の第 24 ～ 2 号報告と役員

補正情報が掲載されており、新幹事・新理事・新評議員の名簿

がまとめられています。 

 

終盤の「奉仕活動紹介」では、全国のクラブによる取り組みが

具体的に紹介されており、小規模な活動でも継続することの力

強さと地域への波及効果が感じられる内容となっております。 

 

なお、304 ページには、私たち熊本東南ロータリークラブの活

動報告として、**10 月 4 日に開催された「泉ヶ丘遊びの集い」

** の様子が写真入りで掲載されています。クラブの皆さまにと

っても誇らしい紹介となっていますので、ぜひご覧いただけれ

ばと思います。 

 

全体を通して、ロータリーの歴史と継続的な取り組み、そして

会員の“幸福”に寄り添う視点を感じられる 1 冊となっており

ます。ぜひお時間のあるときに、ゆっくりとご一読ください。 

 

以上、「ロータリーの友」12 月号のご紹介でした。ありがとう

ございました。

 

■ 委員会報告
（職業奉仕担当委員長　古田哲朗）
職場訪問例会日の変更

２月６日金曜日

お菓子の香梅さま工場見学

■ 委員会報告
（社会奉仕担当委員長　宮川義行）
社会奉仕委員会として、当クラブで

は長年にわたり多様な奉仕活動に取

り組んでまいりました。特に東南ア

ジア地域との交流を含めた国際社会

貢献活動を継続していることが特徴

です。 

 

毎年夏に実施してきた GIA（熊本市障がい児福祉会）のサマー

キャンプでは、かつては会員が子どもたちとともに遠方のキャ

ンプ地に同行したこともありました。近年は猛暑の影響もあり、

ミルク牧場の活用などを含めて、活動形態の見直しが検討され

ています。 

 

本年は新たな試みとして、野菜収穫体験を計画しました。引き

続き、季節や環境に応じた柔軟な支援活動を模索してまいりま

す。 

 

また、毎年恒例となっている GIA 主催のクリスマス会への支援

をはじめ、スペシャルオリンピックス支援（潮谷会員発案）、フ

ィリピン里親支援（商談会員発案）など、クラブとして長年支
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援してきた国際奉仕活動も継続中です。 

 

地域貢献としては、「泉ヶ丘 遊びの集い」への協力や、児童養

護施設の高校生へ進学時に自転車を贈る活動、さらには少年友

の会への寄付支援なども、いずれも 30 〜 40 年にわたり継続し

ている伝統的な取り組みです。 

 

これらの活動は、会員各位のご理解とご協力あってのものです。

今後も地域と世界のつながりを大切に、持続可能な奉仕活動と

して発展させていければと考えております。 

引き続き、皆さまのご支援とご参加をよろしくお願いいたしま

す。

■ 出席報告
（出席・プログラム担当委員　内田信行）
 

月日 会員数 出席者数 MU 修正出
席者数

出席率
（％）

11 月 19 日
38

（免 1）
37

28
（ZOOM0) 4 32 86.49

12 月 03 日
38

（免 1）
37

28
（ZOOM2) - - 75.68

☆出席免除
11 月 19 日・12 月 03 日　島村徹男　

★欠席者
11 月 19 日　川﨑直樹　片岡　正和　前田日出夫　松元将潔　山本浩之

■スマイル　
（親睦・スマイル担当委員　生駒ちあき）

◎鈴木義親　10,000 円
今月 12 月は 82 才の誕生日を迎えます。
体力、気力の低下が顕著になりました。

今後ともよろしくお願いいたします。

◎福井学　5,000 円
誕生祝いありがとうございます。入会して 15 年、65 才になりました。これ

からも末永く宜しくお願いいたします。

◎杉本整哉　5,000 円
結婚記念日祝いありがとうございました。

11 回目の記念日でした。家族共々、これ

からも宜しくお願いいたします。もし、悩

むようなことがあったら、結婚生活相談員

の内田先輩に相談させていただきます。

◎宮川義行　5,000 円
篭橋さまのご見学ありがとうございます。

師走になりました。例会もあと 2 回。

1 年早いですね。

昨日は、南区選出松本幸隆君の一般質問

を、傍聴に行きました。南区は海に近く

高い建物が少ないので、過去に何度も津

波や高波の被害を受け、多くの犠牲者を出してきました。避難タワーの建

設をしてほしいと質問。苓北町では既に 3 基の避難タワーを建設。 高知の

黒潮町では、22 メートルの避難タワーを 6 基建て 126 基まで増やすそうで

す。黒潮町は、僕たちの蓄光避難看板を取付けています。熊本市は、避難

タワー設置を検討しますと回答。災害時の住民拠点 SS、ガソリンスタンド

を増やしてほしい。場所をホームページに載せてほしいと質問。熊本市は、

SS を今後増やしていく、HP 掲載もしたいと回答。傍聴席は、ほとんど満席。

松本議員の後ろの席は、東南ロータリーの山本議員でした。1 年に 1 度しか

質問できません。当選して 3 回目の質問でした。僕も 3 回目の傍聴でした。

いつも元気をもらっています。

◎彌冨照皇　3,000 円
インフルエンザが流行っていますので、

みなさんかからないように気をつけてく

ださい。健康スマイルをします。

◎内田信行　3,000 円
愛する嫁の誕生プレゼント、ありがとう

ございます。

◎小畑成司　2,000 円
久しぶりのホームクラブ出席です。2 週

にかけてエジプトとアラブ首長国連邦ド

バイに行っておりました。エジプトから

リモートを試みましたがかないませんで

した。古代文明都市から超近未来都市へ

の移動で、このギャップには驚かされま

した。大エジプト博物館が 11 月 4 日にオーブンしています。素晴らしい博

物館ですので是非訪れてみてください。

----------------------------------------------------------
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■社会奉仕委員会卓話
●演　題：社会奉仕について
（卓話者：宮川義行・西田智史・鈴木義親）

皆さまこんにちは。今回は、東京・銀座ロータアクトクラブの例会に参加

してきましたので、そのご報告をさせていただきます。 

きっかけは、先日熊本で開催されたロータアクト地区大会に、銀

座ロータアクトクラブから天野圭太さんが遠方から参加されたことでした。

そのご縁もあり、今回私が東京に行く機会があったため、例会にお邪魔さ

せていただきました。 

当日は、例会にオンラインで参加したのち、現地の会場で対面の例会に参

加。ちょうど私の娘が関東在住ということもあり、将来的な入会を見据え

ての下見も兼ねての参加でした。 

■ 銀座ロータアクトクラブの例会運営 

例会のスタイルは非常にしっかりしており、2 時間程度の構成で、まさに

私たちロータリークラブと同様の流れで運営されていました。 

特に印象に残ったのは、「ニコニコ紹介」＝スマイル紹介が自然に組み込ま

れており、外部参加者として不慣れだった私はスマイルを出しそびれると

いうちょっとした失敗も…（苦笑）。 

今後、他地区のロータリークラブ等に参加される方は「スマイル」＝「ニ

コニコ」であることを覚えておかれるとよいかと思います。 
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■ 卓話の位置づけと内容 

銀座ロータアクトでは、例会ごとに必ず“親クラブ”または“スポンサー

クラブ”から卓話者を招くことをルールとしており、この日は、事業承継

や財務支援を手がける「トーマコンサルタンツグループ」の遠尾氏による

講話でした。 

内容は、若い世代に向けた実務的で将来に役立つ仕事の話が中心で、非常

に学びの多い内容でした。 

「ロータリーの卓話＝講演」ではなく、「世代を超えて知見を伝える教育の

場」であるという意識が強く、親クラブの役割としても理想的だと感じま

した。 

■ 自立した運営体制と会費制度 

銀座アクトは、親クラブに依存しない「自立した運営」を徹底しており、

年間会費は 36,000 円（毎月 3,000 円）、加えて例会時の食事代 3,500 円、

二次会費 3,000 円を毎回しっかり徴収しています。 

例会後は全員で懇親会（2 次会）に移動し、OB・OG も自然に合流。会員数

自体は多くはありませんが、** 出席率重視の厳格な運営（出席率が低けれ

ば退会）** をしているため、質の高い活動が保たれています。 

会場は、** 親クラブ会員が所有する銀座の施設（三笠会館）** を低料金で

使用し、学生にも優しい価格設定で食事を提供しています。 

 

■ 若者世代の成長とクラブの意識 

クラブの会員は、20 代前半から 30 代前半の社会人や学生が中心。31 歳で

アクト卒業となるため、その後は OB・OG として二次会などを通じて後輩を

支える文化が定着しており、世代を超えたつながりが自然に形成されてい

ます。 

また、驚いたのは親クラブのロータリアンの方々が「アクトの方が例会が

楽しい」と話していたこと。これは、若者と共に過ごす時間に価値を見出

している証であり、アクトに対する敬意と信頼の現れだと感じました。 

■ 全国大会への積極的な取り組み 

2026 年 4 月 25 日には、** 第 38 回全国ロータアクト大会（東京湾クルー

ズ船を貸切予定）** が開催予定とのことで、1270 万円の予算を自分たちで

立案・管理し、実行に移すとのことでした。 

このような大規模事業にも自ら責任を持って取り組む姿勢に、大きな刺激

を受けました。 

 

■ おわりに 

今回の訪問を通じて、「若者だからこそロータアクト」「自立したクラブだ

からこそできる卓越した活動」を肌で感じることができました。 

私たち熊本東南ロータアクトクラブも全国的に見ても会員数が多く、活動

も活発なクラブです。だからこそ、親クラブである私たちも、もっと見守り・

応援し・連携していく意識を持つべきだと改めて感じました。 

今後もこうした交流の機会を通じて、若い世代との架け橋を築き、世代を

超えたロータリーの価値を共有していきたいと思います。 

ご清聴ありがとうございました。

東京銀座ローターアクトクラブホームページご紹介

https://rotaract2750.jimdofree.com/%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%96%E7

%B4%B9%E4%BB%8B/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%8A%80%E5%BA%A7rac/

■点鐘　　　　　　　　　　　　（編集　松尾　浩）




